
禽
』（
二
〇
二
一
年
八
月
刊
・
本
阿
弥

書
店
）
と
こ
れ
ま
で
の
全
業
績
に
つ
い

て
で
あ
る
。（
※
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
詳

報
）
は
じ
め
に
選
考
経
過
を
選
考
委
員

長
の
栗
木
京
子
委
員
長
が
、
次
い
で
小

島
ゆ
か
り
理
事
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
　

　
小
島
理
事
は
『
鳴
禽
』
の
作
品
を
挙

げ
な
が
ら
「
身
辺
を
丁
寧
に
描
写
し
、

折
々
の
人
間
的
葛
藤
を
虚
飾
な
く
表
現

し
、
近
年
は
さ
ら
に
滋
味
深
く
自
在
な

歌
境
に
な
ら
れ
た
」
と
祝
っ
た
。
こ
れ

に
外
塚
氏
は
「
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に

助
け
ら
れ
て
き
た
。
師
の
木
俣
修
も

折
々
に
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
く
れ

た
。こ
れ
か
ら
も
歌
を
詠
み
続
け
た
い
」

と
述
べ
、
今
後
の
抱
負
を
語
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
下
で
は
あ
っ
た
が
、
結
社
「
朔

日
」
の
関
係
者
、
協
会
よ
り
の
花
束
贈

呈
な
ど
、
会
場
は
華
や
い
だ
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

　
続
い
て
、
第
65
回
現
代
歌
人
協
会
賞

の
授
賞
式
に
う
つ
り
、
選
考
経
過
が
選

考
委
員
長
の
坂
井
修
一
理
事
よ
り
な
さ

れ
た
。（
※
協
会
賞
の
決
定
の
経
緯
は

二
〇
二
一
年
九
月
発
行
の
会
報
一
六
八

号
に
て
報
告
）

　
受
賞
歌
集
は
川
野
芽
生
氏
の

『Lilith

』
と
北
山
あ
さ
ひ
氏
の
『
崖
に

て
』
で
あ
る
。

　
二
〇
二
一
年
十
二
月
二
十
三
日（
木
）

午
後
六
時
よ
り
、
東
京
神
田
の
学
士
会

館
に
お
い
て
、
一
般
社
団
法
人
現
代
歌

人
協
会
「
第
44
回
現
代
短
歌
大
賞
・
第

65
回
現
代
歌
人
協
会
賞
」
の
授
賞
式
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
第
65
回
現
代
歌

人
協
会
賞
授
賞
式
は
、
本
来
は
昨
年
六

月
の
第
66
回
定
時
総
会
後
に
行
わ
れ
る

は
ず
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

式
は
関
係
す
る
協
会
役
員
、
マ
ス
コ
ミ

の
み
出
席
、
六
十
名
で
開
催
さ
れ
た
。

　
開
会
の
辞
に
続
き
、
栗
木
京
子
理
事

長
が
挨
拶
し
た
。
理
事
改
選
や

『
二
〇
二
〇
年
コ
ロ
ナ
禍
歌
集
』
刊
行
、

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
、
全
国
短

歌
大
会
の
特
別
選
評
の
ネ
ッ
ト
配
信
等

に
触
れ
、
今
年
度
か
ら
の
協
会
の
新
た

な
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

　
続
い
て
授
賞
式
に
移
っ
た
。
第
44
回

現
代
短
歌
大
賞
は
、
外
塚
喬
氏
の
『
鳴

　
坂
井
氏
は
選
考
経
過
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
を
挙
げ
「
両
者
の
作
品
に

抑
圧
や
敵
対
と
い
っ
た
対
世
界
の
姿
勢

が
見
え
た
」
と
し
、
次
歌
集
へ
の
さ
ら

な
る
期
待
を
述
べ
た
。
続
い
て
祝
辞
に

う
つ
り
、春
日
い
づ
み
理
事
が『Lilith

』

に
つ
い
て
、
作
品
の
世
界
観
や
主
題
に

触
れ
な
が
ら
、「
言
葉
に
よ
る
精
緻
な

像
を
一
体
一
体
巡
り
、
そ
こ
か
ら
発
せ

ら
れ
る
息
遣
い
を
聞
く
よ
う
な
気
持
ち

と
な
っ
た
」
と
言
葉
を
贈
っ
た
。
次
に

大
松
達
知
理
事
が
川
野
氏
と
の
交
流
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や

世
界
文
学
と
い
っ
た
川
野
氏
の
世
界
空

間
が
、
有
形
無
形
に
言
葉
と
し
て
屹
立

し
て
い
る
。
今
後
も
期
待
し
た
い
」
と

あ
た
た
か
な
言
葉
を
贈
っ
た
。

　
同
時
受
賞
の
北
山
あ
さ
ひ
氏
の
『
崖

に
て
』
に
つ
い
て
、
選
考
委
員
を
務
め

た
沖
な
な
も
常
任
理
事
は
「
現
実
に
風

穴
を
開
け
て
ゆ
く
タ
イ
プ
の
作
品
。
社

会
性
が
基
底
に
あ
り
俗
な
題
材
も
厭
わ

な
い
、
詠
わ
な
け
れ
ば
前
に
進
め
な
い

と
い
う
強
さ
が
あ
る
」
と
述
べ
、
今
後

へ
の
期
待
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
ま
た
、

吉
川
宏
志
理
事
は
「
絵
画
表
現
に
『
生

動
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
北
山
氏

の
作
品
も
『
生
動
』
し
て
い
る
。
自
在

に
発
想
を
広
げ
、
簡
単
な
言
葉
で
人
間

の
本
質
が
表
現
さ
れ
て
い
る
」
と
祝
い

の
言
葉
を
贈
っ
た
。

　
続
い
て
賞
状
・
副
賞
の
授
与
、
花
束

贈
呈
が
行
わ
れ
、受
賞
者
挨
拶
に
移
っ
た
。

　
川
野
芽
生
氏
は
自
身
の
歌
の
美
的
資

質
を
挙
げ
て
「
歴
史
上
の
数
々
の
芸
術

が
女
性
を
美
の
ア
イ
コ
ン
と
し
て
用
い

て
き
た
が
、
女
性
は
そ
こ
で
人
格
を
認

め
ら
れ
ず
、
常
に
抑
圧
と
搾
取
の
対
象

と
し
て
在
っ
た
。
自
分
が
今
、
何
ら
か

の
対
象
を
美
し
い
と
思
う
こ
と
は
、
同

様
に
対
象
へ
の
搾
取
を
孕
む
の
で
は
な

い
か
。
そ
う
し
た
美
へ
の
既
存
価
値
へ

の
疑
念
と
葛
藤
を
作
品
に
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
北
山
あ
さ
ひ
氏
は
「『
崖
に
て
』
と

い
う
歌
集
題
の
「
崖
っ
ぷ
ち
」
と
い
う

由
来
を
述
べ
「
小
樽
沿
岸
の
崖
を
沖
合

か
ら
見
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
崖
は
百

年
前
の
ニ
シ
ン
漁
の
ヤ
ン
衆
や
ア
イ
ヌ

の
人
た
ち
も
沖
か
ら
同
じ
景
を
見
て
い

た
の
だ
と
思
う
と
胸
が
う
ず
い
た
。
誰

も
見
向
き
を
し
な
い
荒
涼
と
し
た
景
色

に
惹
か
れ
る
し
、
そ
こ
に
私
に
し
か
詠

め
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。
さ
ら
に

一
人
で
い
た
崖
を
下
り
、『
北
』
を
目

指
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
例
年
ど
お
り
の

形
式
で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
二
つ

の
授
賞
式
、
三
人
の
受
賞
者
に
、
参
加

者
の
大
き
く
温
か
い
拍
手
が
贈
ら
れ
、

式
が
閉
じ
ら
れ
た
。

第
44
回
現
代
短
歌
大
賞
・

第
65
回
現
代
歌
人
協
会
賞
授
賞
式
報
告

高
木
佳
子

左から現代歌人協会賞受賞者の北山あさひ
さん・川野芽生さん・現代短歌大賞受賞者
の外塚喬さん
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